
釜川を歩こう（6 月）～前編～  

★6 月 4 日（土） 

 

普及部会で企画した「釜川を歩こう」  

 

今回は、前編という事で、まず西弁天沼と東弁天沼の様子を紹介  

 

この企画は、「市民向けの探検ツアーができたらいいな」という話が普及部会で持ち上がり、そ

の前に下見をしよう！！！ということで始まりました。  

 

当日参加したのは、普及部員の４名と、環境学習センターの環境大学～鬼怒川再考～に参加

されて興味を持ってくださった方３名の計７名。 

当日はお天気にも恵まれました。  

 

8 時 15 分にオータニ戸祭店を車で出発  

 

最初に若山農園の竹林の橋にある西弁天沼を見学。 

 

田園地帯を歩き 

 

 

林を抜けていくと・・・ 

 

 

そこにひっそりと水を湛えた西弁天沼があります。 

 

さらに奥に進んでいくと・・・ 



 

 

水神様を祀った祠がありました。 

 

その後、車で移動して農業試験場の中にある東弁天沼を見学。 

 

 

こちらのほうが湧水地が広い。 

 

こちらにも 

 

 

立派な祠がありました。 

 

東弁天沼は、旧石器時代から弥生時代まで２万年以上も集落が連綿と造営されてきた事が、

平成 13 年度の北道路建設に伴う「野沢遺跡」の事前発掘調査の結果分かっています。 

まさに、湧水地が原始の人々の生活用水だったのです。 

 

西弁天沼も東弁天沼にも立派な祠があり、大切にされていた事が窺えました。 

 

次回後編は、東弁天沼から釜川橋（オータニ上戸祭店東）までのルートを紹介します。  

 


